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論文審査の結果の要旨 
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   文章も推敲を重ね、博士学位請求論文として「合格」の範囲にあると判断した。 
 ２）本論文の課題 




   2018 年 7 月 7 日の第１次審査（臨床教育学研究科（博士後期課程）委員会）において書類
審査をおこない、博士後期課程満期退学生の論文博士学位請求論文提出要件を充足しているこ
とが確認された。７月 18 日の第２次審査（主査・副査による学位請求者に対する質疑と審査）
においては、修正を条件として合格と判定した。この結果を、8 月 1 日の第３次審査（論文審
査委員会）によって追認し、修正事項の追加確認をおこなった。10 月 13 日に論文審査委員会
判定会議（論文審査委員による学位請求者に対する質疑と審査）をおこない、合格と判定した。
10 月 20 日に公聴会（最終試験）を開催し、10 月 24 日に臨床教育学研究科（博士後期課程）
委員会にて合否判定に関する討論をおこない、その後の投票により合格と判定した。 
